
30

* 日本女子大学食物学科栄養学研究室
2* 日本女子大学食物学科臨床栄養学研究室

連絡先：〒112–8681 東京都文京区目白台 2–8–1
日本女子大学食物学科栄養学研究室
五関(曽根)正江

30 第55巻 日本公衛誌 第 1 号 2008年 1 月15日

男子学生における喫煙と食生活状況および

食生活に対する意識との関連性について
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目的 男子学生を対象として，喫煙者の食生活状況および食生活の実態を把握することを目的とし

た。

方法 男子学生277人を対象に，自記式調査票を用いて，食行動や食態度，食品摂取頻度や生活習

慣に関して調査を行った。さらに，踵骨音響的骨評価値測定，身長，体重，体脂肪測定，握力

測定を行った。

結果 本対象者の喫煙率は22.4％であった。体格や握力，骨量では，喫煙者と非喫煙者との差はみ

られなかった。食生活状況では，「食事を決まった時間にとっている」，「食生活を点検する習

慣を持っている」，「健康であるために役立つ食生活のサポートを受けたいと思う」，「かっこよ

くあるために役立つ食生活のサポートを受けたいと思う」の項目が，喫煙者は非喫煙者に比べ

て，「はい」と答えた者の割合が有意に低かった（それぞれ P＜0.05）。欠食状況については，

喫煙者が非喫煙者に比べ，欠食する者の割合が有意に高値を示した（P＝0.002）。さらに，飲

酒習慣がある者の割合は，喫煙者で有意に高く（P＝0.001），運動習慣がある者の割合は，喫

煙者が有意に低かった（P＜0.001）。
結論 男子学生において喫煙者は，非喫煙者に比べて，食生活が不規則で，欠食率が高いこと，ま

た食生活に対する意識が低いことが示唆された。
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